
令和８年度から
国立大学法人等
職員統一採用試験が変わります！

受験可能年齢を30歳から35歳に引き上げ

変更後変更前
教養試験‧ 120分試験種別‧時間

多肢選択式による筆記試験（大学卒業程度）解答方法
40題出題数

知識分野13問
自然‧社会‧人文に関する時事（5問）
社会‧人文（8問）

知識分野 20問
社会（7問）
人文（7問）
自然（6問）

知識
分野

試験
内容 知能分野27問

文章理解（9問）
判断推理‧数的推理（15問）
資料解釈（3問）

知能分野 20問
文章理解（7問）
判断推理（8問）
数的推理‧資料解釈（5問）

知能
分野

2.  より多くの方が受験しやすくなります！
２-１.第一次試験（教養試験∕事務‧図書‧技術共通）の問題配分変更

令和8年度試験は、「平成3年（1991年）4月2日以降に生まれた方」が対象です

1. より多くの方にチャンスが広がります！

受験可能年齢‧試験問題配分変更に関するお問い合わせ
関東甲信越地区国立大学法人等職員採用試験事務室
〒113-8654 東京都文京区本郷7丁目3番1号 東京大学本部内
TEL:03-5841-2769，2770 FAX:03-3818-6160
MAIL:shikenjimu.adm[@]gs.mail.u-tokyo.ac.jp
※[@]は[]を削除して送信してください。

図書系専門試験の形式変更に関するお問い合わせ
国立大学法人等職員採用図書系専門試験委員会
代表 東京大学附属図書館（総務課総務チーム（庶務担当））
TEL:03-5841-2603
MAIL:shomu.lib[@]gs.mail.u-tokyo.ac.jp
※[@]は[]を削除して送信してください。

２-２.図書系第二次試験（図書系専門試験）の形式変更
変更後変更前
120分90分試験時間

短答式 12問程度
論述式 2問中1問を選択（800字程度）短答式 16問試験内容

知識分野の出題範囲を絞り、読解力や論理的思考力等の知能分野の比重を高めます

短答式の設問数を減らし、論述式で論理的思考力や表現力を評価します


